
滋賀県世代をつなぐ農村まるごと保全推進協議会

令和2年度 第1回 農村まるごと保全技術研修会

期日：令和2年9月26日（土）

場所：能登川コミュニティセンター

活動実施および書類作成の際の注意点

資料3-1



本日説明させていただく内容が、皆様の市町や広域活動組織事務局でお

聞きになった内容と相違がある場合は、各市町や活動組織事務局のご指

導にしたがって下さい。

①本対策の活動期間は、5年間が基準です。途中で活動をやめる場合や活

動要件を満たしていない場合は、交付金の「遡及返還」になります。

（それまでの交付金もさかのぼって返還になります。）

②活動計画書に基づいて毎年の活動計画を策定し、その計画書に基づき毎

年必ず実施してください。

また、活動記録に実施内容を番号で、詳細を備考に記入してください。

（天候等やむを得ない理由で必須活動が中止となった場合、代替活動を

行ってください。）

A．活動について

1

対象農用地
（交付金算定対象）

認定農用地



【活動記録】

2

《記入例》

「点検」、「機能診断」、
各活動に対する「計画
策定」は必須活動です
から毎年必ず実施

啓発・普及活動は必須活動

県内の活動組織の皆さんに必須活動
として取り組んでいただいている『水質
保全活動』や『生態系保全活動』が自
動的に『No.56 農村環境保全活動の
幅広い展開』に該当します。

① 【活動計画書】の『農村環境保全活動のテーマ』
で『水質保全』を選択した場合は水質保全に関する
活動を実施した同じ行に『56』を記入してください。

② 【活動計画書】の『農村環境保全活動の
テーマ』で『生態系保全』を選択した場合は生
態系保全に関する活動を実施した同じ行に
『56』を記入してください。



【活動計画書】

3

《記入例》

県内の活動組織の皆さんに
必須活動として取り組んでい
ただいている『水質保全活動』
や『生態系保全活動』が自動
的に『No.56 農村環境保全

活動の幅広い展開』に該当し
ます。

①『水質保全』を選択した場合は、
【活動記録】の水質保全に関する活
動を実施した同じ行に『56』を記入し
てください。

②『生態系保全』を選択した場合は、
【活動記録】の生態系保全に関する
活動を実施した同じ行に『56』を記入
してください。

必須活動です。必ず選択し毎年実施してください。

「生態系保全」に関する７つのメニューの中か
ら１つ以上の取組を選択いただきます。



【活動記録】

4

《記入例》

「異常気象時の対応」は必須です。台風などで壊れた施設を修復する
ことはもちろん、異常気象後に異常が無いことを見回って確認したこと
もこの活動に該当するので活動記録にご記入ください。

この場合、台風の通過時や夜間に見回りをすることは大変危険です
ので、通過後に安全であることを確認の上実施してください。

「透視度調査」と「水守当番」は

代かき期に3回以上、

田植え期に1回以上
合計4回以上実施が必須です



【活動記録】 《記入例》

『資源向上支払（施設の長寿命化）』に外注で取り組む場
合でも、『直営施工』の活動（例えば、水路の補修をしても
らう場所の草刈りなどの事務以外の作業）を危険の無い
範囲で必ず実施してください。

この場合、【活動記録】には、『７．水路の草刈り』とせず、
『６１．水路の補修』や『６２．水路の更新等』を選択し、備
考欄に草刈りをしたことを記入してください。
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③「総会」の開催および「監査」は毎年確実に実施し、議事

録等を作成・保管してください。

１年に１回以上、まるごとの総会（総代会）を自治会等

の総会とは開催時間（開催日）等を区別して開催し、活動

記録に記入してください。

また、総会の中で、下記の事項を構成員の方に確認いた

だき書面で残すようにしてください。

・日当の支払いの可否とその単価

・役員報酬の支払いの可否とその金額

・年間活動計画と事業報告

・会計監査など交付金に関する決算事項

（監査報告書を総会資料に添付）

※実績報告書には会計監査報告書、総会資料（会議録等）

を添付してください。
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【活動記録】

7

《記入例》

「会計監査」は毎年必ず実施してください。

「総会」は毎年必ず実施し、欠席者
がある場合は、書面などにて構成員
全員に周知してください。

注意：【報告書】の計画欄に『○』が入っていない項目の取組番号を入力しても【報告書】には反映されません。



【活動計画書】 《記入例》

【報告書】 《記入例》
計画 実施

例：46 施設等の定期的な巡回点検・清掃（ゴミ拾い）を実施した場合
（活動記録に「46」を入力）

取組活動項目 備考

計画 実施取組活動項目 備考

【活動計画書】の『取組』と『実施時期』が記入されていない場合は、【報告書】の『取組』や、『計画欄』の「○」
は入りません。従って、【活動記録】に『46』を記入しても『実施欄』に『○』は入りません。

【活動計画書】の『取組』と『実施時期』に記入すると、【報告書】の『取組』や、『計画欄』の「○」は自
動的に入ります。さらに、 【活動記録】に『46』を記入することで『実施欄』に『○』が入ります。 8



④先進地視察等を独自に実施される場合は、視察先や

費用負担が適切か等について、事前に市町担当者に

ご相談ください。

⑤「研修」は５年間に１回以上、市町やまるごと推進

協議会が認めた研修会を受講し、その内容を受講

者以外の構成員と情報共有してください。

□事務・組織運営の研修

□機械の安全使用に関する研修

□機能診断・補修技術等の研修

9

令和2年度から新

たに必須の取組と
なった研修



★『機械の安全使用に関する研修』の記入例

【活動記録】 《記入例》

【報告書】 《記入例》
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★様式の変更（名称の変更）
【報告書】

《変更後》

《変更前》

11

令和2年度については、『５７』の

活動に取り組まない活動組織は、
この部分の取組名の変更に関
する様式の修正をする必要はあ
りません。



⑥専門的な技術が必要な作業や高所作業など危険を伴う作

業など、活動組織の共同活動で実施が困難な場合は、専

門業者に委託することが出来ます。

委託費が10万円を超える場合は、3者の見積を取り

契約内容や責任の所在を明確にするため、請書もしくは

契約書を作成してください。

⑦遊休農地の発生防止

『農村まるごと』では、『遊休農地の発生防止のための

保全管理』を必須の活動項目と位置づけています。

『保全管理』とは、定期的な草刈りはもちろん、“耕作

可能な状態”を維持していただくことです。

もし、遊休農地と確認されれば交付金の返還になる場

合もあります。 12



遊休農地とは？
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保全管理された農地 遊 休 農 地

荒廃農地に該当する農地のうち、人力･農業用機械で農業生産が再開で
きない土地（一定水準以上の物理的条件整備が必要な土地）

農用地概念図

※１ 休耕地：農林業センサスにおいて、調査日以前１年以上作付けしなかったが、今後
数年の間に再び耕作する意思のある土地

※２ 不作付の耕地：農林業センサスで把握している耕作放棄地のうち、何らかの管理が
されており耕作可能ではあるが、管理水準が低いと考えられるもの
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⑧『地域資源の適切な保全管理のための推進活
動』は毎年確実に実施し、活動内容の記録等を
残してください。 《資料3-2》

《記入例》

備考欄に活動実施
日と具体的な取組
内容を記入してくだ
さい。

14

《記入例》

【報告書】



①目標設定

③取組項目
(実行手段)
の選択

【活動計画書】

15

《記入例》

④活動実施
時期設定

②内容や方
向性の選択



⑨『啓発・普及の

広報活動』と

『多面的機能の

増進を図る活動

の広報活動』

について

《資料3-2》

必須活動です。毎年必ず実施してください。

中山間地域以外の地域は必須活動です。毎年必ず実施してください。

【活動計画書】 《記入例》

16



①農地維持支払と資源向上支払（共同）の活動計画

に基づき、年間の活動予算を配分して下さい。

②交付金は、その年度の4月1日から3月31日までの

活動費としてお使いいただけます。

上記の期間以外の期日の支払は、「まるごと」の

交付金から支出することは出来ません。

③交付金は、1回目に全体の7割（おおむね8月頃）、

2回目に残りの3割（おおむね2月頃）が交付され

ます。

B．交付金について

（１）交付金

17



④交付金の計画的な『持越』※1をされた活動組織以外は、1回目
の交付金が振り込まれる以前の支払いは、立替払い、もしくは
借入金からの支払いでお願いします。

ただし、借入金に対する利子を交付金から支出することはで
きません。

また、立替払いをされた場合は立替払返金領収書を作成して
ください。
※１ 市町によっては、計画的な持越が出来ない場合がありますので

ご確認ください。

《滋賀まるごと保全隊の支払例》
・4月 2日 土連次郎さんがお茶を立替で購入

@100円×24本=2，400円
・4月 4日 水路の泥上げ作業に出役した人にお茶を配布
・4月10日 自治会より活動資金として200，000円借入
・4月10日 会計より土連次郎さんに2，400円返金
・7月20日 1回目交付金入金
・7月20日 自治会へ借入金200，000円返金

18



不可
【金銭出納簿】

19

《記入例》

10/30
10/30



【金銭出納簿】

20

《記入例》

立替金の返金を受けた日
（立替払い返金領収書の日付）

購入したお茶を使った日

10/30
10/30



21

１【立替払い返金領収書】
立替金の返金を受けた日

複数枚あれば、枝番を付ける
などの対応をして下さい。



⑤計画的な持越以外は、交付金の繰り越しはできませんので、

全て年度内（3月31日まで）に支出してください。

⑥使い切れない場合は、10万円以上で1万円単位で返還でき

ます。2回目の交付時に調整しますので、11月末までに市町

へ報告ください。報告後の変更はできません。

⑦総額で10万円以上の見込みの工事代金や商品購入の際には

見積もりを3者以上とり、価格が一番安いところに発注して

ください。

⑧日当や役員報酬は課税の対象となります。

農業収入の有無、給与所得額により申告の方法（有無）が異

なりますので、市町の税務担当部署や税務署、税理士に相談

の上対応をお願いします。

なお、日当を各種団体の代表者が構成員の了承のもと受領

し、団体の活動費に充当する場合であっても、一度、個人に

支出されたと見なされますので、注意してください。 22



⑨終日にわたって作業される場合は、活動効率を考慮し活動場

所を離れることがなくてもいいようにするため、弁当を提供

することができます。

ただし、弁当の代わりに外食することや、半日の作業で弁

当を提供することはできません。

弁当は１食あたり１，０００円以内としてください。

⑩『地域住民との交流活動』における目的の確認と食事への

支出を止めてください。

・食事をすることが目的になっていませんか？

→まるごとの活動を組織内外の人に知ってもらい、活

動の輪を広げていくことが目的です。

・食事を提供することが、「まるごと」の活動であると説

明が出来ない場合は支出することを止めてください。

23



⑪交付金の原資は税金です。ルールを守って支出してください。

使ってはいけない活動や支払いの例を挙げます。
・活動計画書の『保全管理する区域内の農用地、施設』に記した区域以

外での活動

【例】◆集落内の道路側溝の泥上げ（溝掃除）

◆神社や公園の掃除

◆国道・県道・市道や１級河川など行政が管理する施設での活動

・交付金の趣旨に合わない活動（慣行的に管理をしていても「まるご
と」の制度上は認められていません）

【例】◆宗教（お寺など）に関する活動

◆公民館の維持管理費や補修費など

・児童に対して現金の支給（日当の支払）

◆児童に対して労働に対する日当（現金）を払うことは不適切なため、

図書カードや文房具・観察会の際の道具などの「記念品」としてくだ

さい。

◆子ども会等の団体（親）に対して、児童分の日当(現金)を支払

うこともできません。 24



使ってはいけない活動や支払いの例を挙げます。

・他事業の地元負担金への充当

◆県・市町や土地改良区等が実施する他の補助事業の地元負

担相当額に、交付金を充てることは補助金の二重投資になるた

めできません。

・明確な根拠なく他団体と共同で費用負担

◆例えば、自治会などと共同で使用しているコピー機のリース

料の全額負担や根拠のない按分（折半など）は認められません

ので、コピー使用枚数等を記録し、使用量に応じた支出にして

ください。

・まるごとの活動以外にも使用することが出来るような汎用性の

高い物の購入は止めてください。

・アルコール類、つまみ など・・・

25



①活動での支払いを確認するためにレシート（領収書）が必要です。
◆実施状況確認時や国県等の検査時は、レシート（領収書）で、支

払金額、支払日、品名、単価、数量を確認します。
◆レシートおよび領収書のどちらでも整理は可能ですが、レシートを

領収書と販売店で引き換えると、明細等を販売店で記入してもらう
必要がありますので、レシートでの整理をおすすめします。

②レシート（領収書）の宛名は正式な活動組織名でもらってください。
◆自治会名や○○子ども会といった宛名にならないように、実際に

購入に行く人にも徹底して伝えてください。組織名の記入はゴム印
等でも構いません。

③レシート（領収書）と金銭出納簿の整理は、レシート（領収書）の日
付順で整理してください。レシート（領収書）には、通し番号を記入し
てください。
◆立替払いをされた場合は、立替払返金領収書の日付（立替金を

返金してもらった日）で整理してください。
◆振り込みの場合は、通帳に記載している振り込み日で整理して

ください。

（２）レシート（領収書）

26



【領収書】

27

（台紙に手書きも可）



④レシート（領収書）の整理・保管について

・レシート（領収書）は台紙に貼って整理してください。

・コピーが容易にできるよう、レシート（領収書）同士が

重ならないように貼ってください。

・感熱タイプのレシートは時間が経過すると見えにくくな

り、レシートの役割を果たさなくなるため、コピーをとっ

て原本とともに保管してください。

⑤ポイントカード等の使用について

・物品の購入時にポイントカードやクレジットカードを使

用し、ポイントを付けることは交付金で利得を得ること

になるため、ポイントが付くカードは使用しないでくだ

さい。

⑥資金の借り入れおよび立替払いを行った場合は、返金にか

かる領収書が必要になります。
28



【金銭出納簿】（借入金）

29

《記入例》

自治会などからの借入金を返済する
場合は、収入欄に、「マイナス」表示で
入力してください。

「振込手数料」の分類は、「７．その他支
出」で、「事務委託料」の分類は「６．外注
費」と分類が異なるので、行を分けて記入
してください。

残高が「マイナス」になる前
に補填をして下さい。

・活動実施日は「活動記録」
と整合して下さい。

・事務用品などのように活動
実施日を特定できない場合
は、無理に記入する必要は
ありません。

借入金返済の領
収書を貼付して下
さい。

収入と支出は同額になります。

活動内容ではなく、購入したもの
を記入してください。

10/30
10/30



【金銭出納簿】（持越）

30

《記入例》

残高が自動的に、『次年度への
持越（残髙）』に入ります。

「分類」で『1.前年度持越』を選択した場

合、「収入」の金額が、自動的に、「集
計」の『1.前年度持越』に入ります。



①日当支払対象および整理

・日当の支払対象者は構成員（構成員一覧に記載されている

方々）のみです。
・日当整理帳で、出役者毎に「作業時間×時間あたり単価」

で整理し、支払ってください。

・活動記録や金銭出納簿との整合を図ってください。

②日当整理帳には、日当の受領者の署名または押印が必要です。

また、領収日も記入してください。

（３）日当の支払い
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【日当整理帳】
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宛名（活動組織名、代表者名）
を忘れないようにして下さい。



③日当単価と役員報酬額

・日当の単価や役員報酬額は、総会で説明し構成員の

了承を得て、その記録を書面で残してください。

・交付金の残額調整を日当の単価や役員報酬で行うこ

とはできません。

④事務作業に対する対価の支払い

・事務作業に対する対価を日当で支払う場合は、日当

整理帳で整理してください。

・事務作業に対する対価を一定金額（年額等）に設定

される場合は、日当と同じように総会で説明し構成

員の了承を得て、その記録を書面で残してください。
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①保険料は、交付金から支出できます。ぜひ、加入して

ください。

②保険加入の際の条件の確認

◆作業に対する日当が出るか。

◆作業で機械（草刈り機を含む）を使用するか。

◆高齢者の方が参加するか。

・・・・・・等の条件が加入しようとする保険でも補

償されるかを保険会社の方に確認してください。

③活動中に自転車で人に怪我をさせたり物を壊したりし

た場合、個人が加入されている保険が使えないことが

ありますので、保険内容を確認の上必要に応じ、組織

として自転車事故も対象となる保険に加入してくださ

い。

（４）傷害保険（賠償保険）、自転車保険への加入
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①証拠書類は「交付を受けた年度の翌年度から起算し
て５年間」は保管してください。

②備品（消耗品でないもの）を所有されている場合は、
備品台帳（財産管理台帳）を整備してください。活動
開始年度から連続して、一つの台帳に記入してくだ
さい。

③「農村まるごと」の交付金で購入やリース契約等を
した備品等（コピー機、草刈り機、畔塗り機、イン
ターネット等）を、有償無償を問わず他団体に貸出
することは、目的外使用となるためできません。

万一、不正な貸出が判明した場合は、当該交付金
の返還となる場合があります。

C．証拠書類や備品等の適正な保管・使用について
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★メモ★


